
3
本
の
指
を
ゆ
っ
く
り
滑
ら
せ
な
が
ら
、

切
っ
先
か
ら
刃
元
ま
で
満
遍
な
く
研
ぐ

(
京
都
市
中
京
区
・
は
な
邑
)

契しい料理を完成させるのに、
よく切れる包丁は欠かせない
(はな邑)天然砥石を採掘する土橋さん。散メートル離れただけで、石の性質は変わるという。

日本狙自の研ぎ文化は注目を集め、海外からも料理人が訪れる(亀岡市東本梅町)

作
る
、
使
う
、
研
ぐ
入
の
和
支
え
る

火
柁
か
散
る
。
真
っ
赤
に
熱
せ
ら
れ
た
鉄

と
鋼
は
、
鍛
冶
の
山
口
悌
市
朗
さ
ん
(
m
m
)

が
勢
い
よ
く
た
た
く
た
び
、
生
き
物
の
よ
う

に
形
を
変
え
る
。

京
都
府
久
御
山
町
に
あ
る
工
房
。
山
口
さ

ん
は
約
3
6
0年
前
の
創
業
と
さ
れ
る
「
義

定
刃
物
」
の
叩
代
目
だ
。
「
稲
荷
山
の
土
や

丹
波
の
松
炭
、
亀
岡
の
石
。
京
都
に
は
恵
ま

れ
た
条
件
が
あ
る
か
ら
刃
物
が
発
展
し
た
ん

で
す
」
。

平
審
理
都
に
さ
か
の
ぼ
る
と
い
う

京
刃
物
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
。

仕
上
げ
用
砥
石
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る

亀
岡
市
。
「
砥
要
」
の
土
橋
要
望
ん
(
臼
)

は
「
丸
尾
山
」
と
銘
打
っ
た
採
掘
場
に
向
か

う
。
高
さ
日

M
に
わ
た
る
砥
石
層
は
、
場
所

に
よ
っ
て
硬
さ
や
色
が
大
き
く
変
化
す
る
。

「
こ
の
層
は
あ
の
人
に
向
く
な
」
。
料
理
人

や
大
工
ら
刃
物
を
使
う
人
を
考
え
な
が
ら
掘

る
の
が
天
然
砥
石
の
面
白
さ
だ
。

良
い
包
丁
が
あ
っ
て
も
、
恵
三
刀
が
悪
い

と
切
れ
味
は
持
続
し
な
い
。
「
刃
物
を
作
る

人
、
使
う
人
、
研
ぐ
人
の
和
が
崩
れ
な
い
よ

う
、
研
ぎ
文
化
を
残
し
て
い
き
た
い
」
。
土

橋
さ
ん
は
願
つ
。

京
糾
理
屈
「
は
な
芭
」
(
京
聾
巾
中
京
区
)

の
飯
塚
保
さ
ん

(ω)
は
、
毎
日
1
、
2
時

間
か
け
て
愛
用
の
包
丁
7
本
を
手
入
れ
す

る
。
旬
の
魚
も
野
菜
も
、
細
胞
を
き
れ
い
に

断
つ
こ
と
で
、
う
ま
み
が
そ
の
ま
ま
残
る
。

切
れ
味
が
勝
負
だ
。
「
道
具
は
命
、
と
ま
で

は
言
わ
な
い
が
、
手
入
れ
を
い
か
に
す
る
か

で
桝
理
の
味
は
変
わ
る
」
。

亀
岡
産
の
砥
石

の
上
で
、
念
入
り
に
研
が
れ
た
刃
が
輝
き
を

増
す
。

(
三
木
千
絵
)

次
回
は
9
月
幻
日
に
掲
慣
予
定
で
す
。




